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栃木県日光市における

作物在来品種の調査と生息域外保全（2024年）
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Summary

This report shows the investigation and collection of crop landraces/farmers’ varieties in Nikko City, Tochigi 
Prefecture in January 2024. We collected a total of 7 accessions including genus Brassica, Raphanus, Vigna and 
Phaseolus. The seeds were provided by farmers after hearing investigation of its information such as characteristics, 
origin, cultivation method and cooking method. These accessions are registered at the National Agriculture and Food 
Research Organization (NARO) Genebank for ex situ conservation. The NARO Genebank will multiplicate and distribute 
the seeds of accessions for research and educational purposes (https://www.gene.affrc.go.jp/index_en.php).
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摘要

　本報告書では，2024 年 1 月に実施した栃木県日光市における作物在来品種の調査結果を記す．今回の調査

では，同市で作物在来品種の栽培を行う生産者や保存団体に対し，作物在来品種の来歴や特徴等の聞き取り

調査を実施するとともに，生息域外保全のために合計 7 点（アブラナ科 4 点，マメ科 3 点）について，それ

らの種子を収集した．これらの種子は増殖後，農研機構が運営する「農業生物資源ジーンバンク事業」にお

いて育種を含む研究または教育を目的とする利用のために保存・配布予定である．

キーワード：アブラナ科，作物在来品種，生息域外保全，マメ科，栽培者維持系統
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農業従事者や団体等を訪問し，当該在来品種の特

徴や栽培方法，来歴，利用用途などの聞き取り調

査を実施した．その際に，在来品種が栽培されて

いた場合には，圃場にて植物体を観察し写真を撮

影した．また，「農業生物資源ジーンバンク事業」

の目的や保存する遺伝資源の取扱方針を説明し，

種子分譲の同意が得られた場合には，当該在来品

種の種子を分譲いただいた．なお，現在の日光市

は 2006 年に今市市，旧日光市，足尾町，藤原町，

栗山村の新設合併によって発足した巨大な面積を

有しており（全国 3 位の面積を誇る），在来品種が

どの地域で受け継がれてきたか明確にする観点か

ら，本報告書の地名には合併前の旧市町村の名称

を併記することとした．

３．調査結果

　本調査において，7 点の在来品種の種子を収集し

た．内訳はアブラナ科（Brassica 属および Raphanus

属）が 4 点およびマメ科（Vigna 属および Phaseolus

属）が 3 点である．また，2 点のバレイショ在来

品種についても調査したが，植物防疫法で定めら

れた国内検疫が未対応であったことから，今回は

品種の特徴や来歴等に関する情報のみを記録した．

本調査で取得した在来品種の一覧を表 2 に，収集

地点を図 1 に示した．以下，取得した在来品種に

ついて個別に紹介する．なお Nik03, Nik05, および

Nik07 については「在来品種データベース」（https://

www.gene.affrc.go.jp/databases-traditional_varieties.

php）にも情報と写真が提供されているので，そち

らも参照されたい．

Nik01：瀬川在来アブラナ（Brassica rapa L. Oleifera 

Group）

　日光市瀬川地区（旧今市市）で栽培されている

ツケナ在来品種である．ロゼット様に開いた草姿

が特徴的である（写真 1 ̵ 3）．根は多少肥大する．

10 月に播種し，12 月から翌年 2 月まで葉菜として
食用にする．3 月下旬になり，抽苔した後は，主に

花茎と花蕾を食用にする．

　高畝を作り，周囲に水を流すことで凍結を防止

する栽培法（水掛け栽培という）によって生産し

ている（図 2）．従来は湧水を流していたが，現在

１．序論・目的

　地 域 の 気 候 風 土 に 適 応 し た 作 物 の 在 来 品 種

（landrace/farmers’ variety） は， 地 域 の 歴 史 や 文 化

を伝える記録媒体としての役割に加えて，新たな

品種開発の育種素材（遺伝資源）としての役割を

有する．しかしながらこれらの在来品種は，近代

の農業体系や流通システムへの適用が容易でない，

気候変動により栽培適地が減少している等の理由

から，大規模な栽培や品種の維持が困難になって

いる．これらの在来品種を次世代以降にも継承す

るためには，生産者らが圃場で栽培を継続するこ

とによる生息域内保全（in situ/on farm conservation）

に加えて，外部機関による生息域外保全（ex situ 

conservation）を実施することが有効である．

　農研機構が運営する「農業生物資源ジーンバン

ク事業」では，国内外から様々な植物遺伝資源を

収集し，生息域外保全を実施している．栃木県に

おける植物遺伝資源の調査・収集は 2000 年に県東

部の馬頭地区においてアズキ野生種を対象に実施

された（友岡ら 2000 年）ものの，県内の在来作物

品種に関する調査や収集は実施されていない．そ

こで本調査では，栃木県日光市に現存する作物の

在来品種に関する情報を収集するとともに，これ

らの在来品種の生息域外保全を実施するために，

それらの種子を収集した．

２．調査方法

　2024 年 1 月 9 日および 10 日の 2 日間，表 1 に示

す行程にて，栃木県日光市内で栽培されている作

物の在来品種を調査した．具体的には，栽培する

表1　本調査の行程表
日光市下今市駅
（東武日光線）

↓
日光市瀬川地区（旧今市市）

↓
日光市細尾町地区（旧日光市）

↓
日光市唐風呂地区（旧足尾町）
日光市野口地区（旧今市市）

↓
日光市下今市駅
（東武日光線）

2024年
1月9日

1月10日

表 1. 本調査の行程表
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図1. 遺伝資源の収集地点
淡灰色は栃木県を、濃灰色は日光市を示す

図 1. 遺伝資源の収集地点
淡灰色は栃木県を，濃灰色は日光市を示す

表2　本調査で取得した作物在来品種

収集番号 JP番号 　品種名 学名
Nik01 291229 　瀬川在来ツケナ Brassica rapa  L. Oleifera Group
Nik02 291230 　瀬川在来ササゲ Vigna unguiculata  (L.) Walp.
Nik03 291231 　細尾菜 Brassica napus  L.
Nik04 291232 　麻後小豆 Vigna angularis  (Willd.) Ohwi et Ohashi
Nik05 291233 　唐風呂大根 Raphanus sativus  L.
Nik06 291234 　クワノキマメ Phaseolus vulgaris  L.
Nik07 291235 　野口菜 Brassica rapa  L. Oleifera Group

データ１ ー 　唐風呂イモ Solanum tuberosum  L.
データ２ ー 　舟石イモ Solanum tuberosum  L.

表 2. 本調査で取得した作物在来品種

は近くを流れる大谷川の水を利用している．調査

日前日（2024 年 1 月 8 日）の水温は気温より高い

8 °C であった．水掛け栽培の恩恵か，連作しても

根こぶ病を含め病虫害はほとんど発生しておらず，

農薬は散布していない．

　Nik01 を栽培する農家のご尊父が昭和 30 年には

栽培していたとのことだが，いつから存在してい

るのかは不明である．現在，栽培しているのは 3

件のみとなっている．種子の譲渡者は採種用の植

物体を食用の個体とは別の場所でバラ撒き栽培し

ている．この時，選抜はしていない．2023 年に採

種した種子を分譲いただいた（写真 4）．

Nik02： 瀬 川 在 来 サ サ ゲ（Vigna unguiculata (L.) 

Walp.）

　Nik01 を栽培する農家およびご尊父が自家採種を

継続してきたササゲの栽培者維持系統である．そ

の来歴については不明である．調査時はササゲの

栽培時期ではないため，植物体の確認できなかっ

た．主として赤飯に利用しているとのことであっ

た．本調査では 2023 年に採種した種子を分譲いた

だいた（写真 5, 6）．
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のない圃場では太い中肋を残して葉が食べつくさ

れていた（写真 9）．

　花蕾を食用にするため収穫できるのは 4 月下旬

ごろとなる．一番茎をなるべく根本から折り取っ

て収穫することで，2 番目以降の花茎を誘導する．

この方法によって 5 月中旬くらいまで収穫が可能

となる．同地域で細尾菜を栽培しているのは数軒

のみで，いずれも家庭菜園程度の栽培規模である．

　来歴は不明であるが，調査した生産者の記憶で

は祖父君も栽培していたとのことである．茶筒に

保存されていた種子を 15 年前に発見し，栽培が再

開された．

　採種は選抜された 10 個体程度から行っている．

採種個体の選抜基準は，畑の端の方にある個体の

うち，2 番目の花茎の芽吹きがいいこと，アント

シアニンによる着色が濃いことである．山間で気

Nik03：細尾菜（Brassica napus L.）

　日光市細尾町地区（旧日光市）で栽培されてい

る茎立菜の在来品種である．昔は「さつま菜」と

呼ばれていたこともあった．調査後に生産者より

送付された花茎において，托葉が花茎の中間程度

まで抱いていたことから，この植物をセイヨウナ

タネ（B. napus）と同定した（写真 7）．花茎にアン

トシアニンが蓄積し，赤紫色を呈するのが特徴で

ある．

　8 月に縦 3 cm，横 6 cm の間隔で育苗圃場に播種，

育苗した後，9 月になると山の中腹に位置する斜面

地に定植し，栽培される（写真 8）．肥料はしっか

り与える必要があるという．調査した生産者は近

隣のマイタケ栽培業者から譲渡される菌床（おが

くずが主体）を堆肥として利用していた．近年は

鹿による食害が深刻化しており，鹿よけフェンス

図2. Nik01の栽培方法
栽培者によって作成された

図 2. Nik01 の栽培方法
栽培者によって作成された
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温が比較的低いこともあり，採種は 7 月末になる．

本調査では 2022 年に採種された種子の残りを分譲

いただいた．

Nik04： 麻 後 小 豆（Vigna angularis (Willd.) Ohwi & 

Ohashi）

　日光市小倉地区（旧今市市）で栽培されているア

ズキ栽培者維持系統である．現在の麻後小豆の生

産者の嫁ぎ先の祖母君から受け継いだものであり，

その栽培歴史は 50 年以上になるとのことである．

　麻の収穫が終わった後に栽培するアズキである

ことから「麻後小豆」と呼ばれている．栽培時期

ではないため，植物体は観察することができなかっ

たものの，栽培地の環境に適応した栽培者維持系

統であると考えられるため，種子を分譲いただい

た（写真 11）．

Nik05：唐風呂大根（Raphanus sativus L.）

　日光市唐風呂地区（旧足尾町）で栽培されてい

る赤紫色ダイコンの在来品種である．日光市足尾

庁舎がある足尾地区の中心地から更に群馬県境寄

りに進んだ標高約 650 m の地域で 1 件の農業者が

栽培している．

　地上部も地下部も赤紫色を呈するが，根の先端

部分はアントシアニン色素が少なく白色に近い（写

真 12）．葉は「垂」から「開」と評される（写真

13）．根長は 30 cm 程度，直径が 6 cm 程度と小型

である．中膨れの砲弾型で，尻側は細く尖っている．

水分量の少ないダイコンで，生食するとやや強め

の辛みを感じるものの，栃木県の郷土料理である

ʻしもつかれʼや切り干し大根，天ぷら等，様々な

調理法で食されている．

　8 月上旬に播種し，11 月下旬くらいまで収穫で

きる．近年は長引く高温の影響で播種時期を遅ら

せる傾向にある．2023 年は 8 月 31 日に播種したも

のの，残暑で苗が上手く育たず，9 月に入ってから

再度播種し直したという．

　栽培しているダイコンを一度抜き，その中から

形や色の優れた個体を選び，圃場内の採種用の場

所に移植する（写真 14）．年明け 4 月頃に開花し，

6 月末から 7 月上旬に節長果が熟したら刈り取り，

屋内で吊るすことで追熟および乾燥させる．

　来歴は不明であるが，現在の国立遺伝学研究所

が 1954 年から 1955 年に特性調査を実施した記録

が「日本の大根」（西山 1958 年）に掲載されている．

この記載が現存する最古の文献と思われるが，唐

風呂大根自体はそれ以前から継承されていると推

察される．

　採種年は不明であるが，倉庫に残っていた種子

を分譲いただいた（写真 15, 16）．

Nik06：クワノキマメ（Phaseolus vulgaris L.）

　Nik05 の生産者が日光市原地域で暮らす大正生

まれの方から譲り受けた後，数年間自家採種を繰

り返しているという．マメの外見から，インゲン

マメに分類した（写真 17, 18）．クワノキマメと呼

ばれる在来品種のマメは岐阜県山県市に存在し，

Nik06 の外見は岐阜県のクワノキマメと類似してい

ることから，古くに岐阜県から栃木県日光市に持

ち込まれたものと推察された．しかしながら，数

十年にわたって日光市の気候風土で栽培と自家採

種が繰り返されてきたことから，Nik06 も日光市の

在来品種であると考えられるため，種子を分譲い

ただいた（写真 18）．

　Nik05 および Nik06 の生産者は他にも，明治 40

年生まれの人から譲り受けた赤い皮のʻ唐風呂イ

モʼおよび舟石地域で足尾銅山の閉山まで栽培さ

れていたʻ舟石芋ʼも栽培していた．いずれも小

判状で少し平たい形状をしている小ぶりなバレイ

ショである．これらのバレイショも貴重な在来品

種であるが，植物防疫法で定められた国内検疫に

必要な措置が未完了であったことから，今回は品

種の特徴や来歴等に関する情報のみを記録した．

Nik07：野口菜（Brassica rapa L. Oleifera Group）

　Nik07 は日光市野口地区で江戸時代から栽培が続

くアブラナの在来品種である（写真 19, 20）．Nik07

は日光東照宮の造営時に，静岡県から来た職人が

冬場の食物，青物を確保するために持ち込み，栽

培適地を探した結果，野口地区が選ばれたと伝え

られている．野口地域は大谷川の流域であり，従

来の栽培場所は河川が運んできた細かい土や砂が

体積している場所であったため，畑は土が 10 cm

もないくらい極めて浅かった．そのため土壌養分
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が乏しく，畑に腐葉土と泥を混ぜて畝を立て，そ

の側面に人糞を置くことで栽培に必要な養分を供

給していた．Nik01 と同様，気温より高い水温の地

下水を畑に流すことで，冬季の凍結を防ぐ栽培方

法がとられている（写真 21）．調査によって得ら

れた来歴と栽培方法に関する情報から，静岡県御

殿場市のアブラナ在来品種ʻ水掛菜ʼと極めて近

縁であると推察された．NARO ジーンバンクには，

栃木県を原産地とする̒ 水かけ菜 が̓ 2 点（JP25950，

JP26926），静岡県を原産地とするʻ水掛菜ʼが 2

点（JP26929，JP26930） 保 存 さ れ て い る． 今 後，

Nik01 および Nik07 とジーンバンクで保存されてい

る 4 系統の水かけ菜／水掛菜の比較栽培やゲノム

解析により，これらのアブラナ系統の関係性を解

明できると期待される．

　Nik07 はお浸しや雑煮など，一般的な青菜と同様

の方法で食される．調理の際には，さっと茹でる

程度の加熱に留めた後，平らな籠に Nik07 の花茎

を並べた後，風を当てて粗熱をとる．長時間茹で

なくとも余熱で十分に花茎の中心まで火が入るた

め，野菜の持つ旨味やビタミン等を必要以上に損

ねない．茹でた後は Nik07 の花茎 2 本を交差させ

ながら籠の中に並べ入れ，籠を斜めにしてよく水

気をとった後，ゴザで覆って過度な乾燥を防止し

ながら保存する．

　Nik07 は現在，同地区のʻだいや体験館ʼにて 5

軒の生産者が栽培している他，̒ だいや体験館ʼに

おいて一般の方向けの栽培体験が実施されている．

Nik07 の種子は ̒ だいや体験館ʼの圃場の一画で職

員が採種し，それを生産者と共有している．葉は

ダイコンの葉のように倒披針形で羽状に深く裂け

る羽状複葉で，葉の裏にも毛茸があり，花茎はア

ントシアニンによる着色が見られないのが Nik07

の特徴であるという．しかしながら，̒ だいや体

験館ʼの職員に話を聞いたところ，近年は赤く着

色した花茎を持つ個体の出現が目立つ，食用部の

辛みが増す，種皮が赤色（2019 年採種）から黒色

（2023 年採種）に変わるなど，形質が変化している

とのことであった．数年で Nik07 の形質が大きく

変化した原因は不明であるが，Brassica rapa は近隣

で栽培されている他の品目（コマツナやハクサイ

等）と容易に交雑するため，種間交雑による雑種

化が進行している可能性が考えられる．本調査で

は 2019 年に採種された Nik07 の種子を分譲いただ

いた（写真 22）．

４．終わりに

　本調査において，栃木県日光市に現存するアブ

ラナ科およびマメ科の在来品種 7 点収集すること

ができた．いずれの在来品種も生産者が極めて少

なく，今回の調査により，これらの在来品種を生

息域外保全できたことは大きな成果である．本調

査で収集した遺伝資源はいずれも，種子を増殖す

るとともに特性情報を付与し，NARO ジーンバン

クより配布予定である．
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写真 1. 採種用に栽培されている Nik01 写真 2. Nik01 の草姿

写真 3. Nik01 の全体像 写真 4. Nik01 の種子
画像の目盛は 1 mm を示す

写真 5. Nik02 の種子 写真 6. Nik02 の種子（拡大）
画像の目盛は 1 mm を示す

写真 7. Nik03 の食用部 写真 8. 栽培中の Nik03
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写真 9. 鹿による食害を受けた Nik03 写真 10. Nik03 の種子
画像の目盛は 1 mm を示す

写真 11. Nik04 の種子
画像の目盛は 1 mm を示す

写真 12. Nik05 の肥大部

写真 13. Nik05 の葉 写真 14. 採種用に移植された Nik05

写真 15. Nik05 の節長果 写真 16. Nik05 の種子
画像の目盛は 1 mm を示す
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写真 17. Nik06 の莢と種 写真 18. Nik06 の種子（拡大）
画像の目盛は 1 mm を示す

写真 19. 写真 19. Nik07 の全体像
（胚軸の肥大が少し見られる個体）

写真 20. Nik07 の全体像
（胚軸の肥大が見られない個体）

写真 21. NikK07 を栽培している圃場 写真 22. Nik07 の種子
画像の目盛は 1 mm を示す


